
聞
き
取
り
調
査
　 

教
育
召
集
か
ら
シ
ベ
リ
ア
ヘ
　 

北
海
道
　
五
十
嵐
甚
吉
　 

昭
和
十
八
年
三
月
、
補
充
兵
教
育
三
ヵ
月
の
召
集
令
状
を
も

ら
い
、
盛
岡
市
の
部
隊
に
入
隊
。

連
隊
砲
中
隊
の
速
射
砲
分
隊
で
、
翌
日
か
ら
毎
日
基
本
訓
練

が
始
ま
っ
た
。

一
期
の
検
閲
が
終
わ
っ
た
翌
日
ア
ッ
ツ
島
玉
砕
の
報
道
が
入

り
、
家
に
帰
る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
秋
田
部
隊
に
転
属
の
命

を
受
け
、
夜
行
列
車
で
秋
田
駅
に
到
着
す
る
も
、
隊
内
に
伝
染

病
が
発
生
し
て
い
た
た
め
に
、
一
週
間
程
旅
館
に
宿
泊
。
軍
用

品
の
輸
送
作
業
を
し
て
い
た
が
、
全
治
す
る
見
込
み
な
く
、
再

度
札
幌
寒
連
隊
に
転
属
の
命
令
が
出
た
。

一
期
の
検
閲
で
速
射
砲
を
習
っ
た
の
に
、
こ
ん
ど
は
連
隊
砲

分
隊
に
配
属
。
一
週
間
の
う
ち
に
樺
太
国
境
警
備
の
命
令
を
受

け
、
夜
間
に
な
る
と
各
中
隊
ご
と
移
動
開
始
。
私
は
馬
輸
送
班

と
し
て
苗
穂
駅
か
ら
貨
物
列
車
に
て
馬
と
行
動
を
共
に
し
て
、

上
敷
香
の
練
兵
場
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
気
屯
地
区
に
三
角
兵
舎

建
築
中
で
完
成
ま
で
馬
の
訓
練
に
励
ん
だ
。

九
月
に
兵
舎
完
成
、
要
三
二
三
二
部
隊
と
し
て
行
動
開
始
、

連
隊
砲
の
訓
練
を
受
け
た
。
翌
年
、
初
年
兵
が
入
隊
、
教
育
助

手
と
し
て
働
き
、
上
等
兵
、
兵
長
と
進
級
、
八
方
山
の
陣
地
構

築
の
命
を
受
け
て
初
年
兵
と
山
に
登
り
作
業
に
従
事
す
る
も
、

二
十
年
八
月
十
日
付
で
下
士
官
教
育
隊
に
入
隊
の
た
め
下
山
。

気
屯
の
教
育
隊
に
到
着
す
る
も
、
ソ
連
か
ら
の
発
砲
で
半
田
沢

国
境
を
突
破
せ
り
と
の
連
絡
に
て
、
至
急
中
隊
に
戻
る
よ
う
命



令
を
受
け
、
分
隊
の
四
番
砲
手
と
し
て
任
務
に
就
い
た
。

翌
朝
機
関
銃
中
隊
よ
り
側
面
射
撃
の
依
頼
あ
り
、
陣
地
よ
り

分
解
し
て
八
方
山
高
台
に
砲
を
か
ま
え
、

敵
の
進
入
を
待
っ
た
。

や
が
て
敵
戦
車
が
昨
夜
の
戦
闘
で
気
を
良
く
し
て
機
関
銃
陣
地

を
目
標
に
進
入
し
て
、
中
腹
ま
で
登
っ
た
と
こ
ろ
で
攻
撃
開
始

の
命
令
が
出
た
。
速
射
砲
中
隊
で
直
接
射
撃
の
訓
練
を
受
け
て

い
た
の
で
、
そ
の
か
い
あ
り
、
二
台
の
戦
車
を
破
壊
、
砲
塔
か

ら
逃
げ
出
る
兵
士
は
歩
兵
の
発
砲
で
戦
死
し
た
。

そ
の
後
、
進
入
し
て
来
る
こ
と
な
く
夜
を
迎
え
、
翌
朝
の
攻

撃
準
備
の
た
め
、
休
養
を
と
り
待
機
す
る
も
、
連
隊
本
部
か
ら

の
連
絡
で
、
八
月
十
九
日
午
前
零
時
戦
闘
中
止
、
午
前
六
時
自

ら
武
装
を
解
い
て
軍
道
に
整
列
の
命
令
が
出
た
。

ソ
連
軍
と
の
話
し
合
い
に
、
歩
兵
第
三
大
隊
の
小
笠
原
少
佐

他
五
人
が
馬
に
乗
り
、
白
旗
を
持
っ
て
敵
陣
地
に
進
入
し
て
行

く
姿
を
見
た
。

や
が
て
中
隊
ご
と
に
、
兵
器
、
弾
薬
を
陣
地
に
置
き
、
ソ
連

の
兵
隊
の
管
理
行
軍
で
、
上
敷
香
兵
舎
に
集
合
、
一
週
間
程
戦

場
整
理
の
作
業
を
す
る
も
、
背
の
う
を
持
っ
て
整
列
の
命
令
が

出
、
そ
の
場
で
中
隊
編
成
を
し
て
行
軍
が
始
ま
っ
た
。

豊
原
方
面
に
南
下
す
る
こ
と
な
く
、
北
緯
五
〇
度
の
国
境
に

向
か
っ
て
歩
き
始
め
た
。
途
中
日
本
軍
の
戦
死
者
、
ソ
連
軍
の

戦
死
者
が
道
路
沿
い
に
倒
れ
て
い
る
も
手
を
差
し
伸
べ
る
わ
け

に
い
か
な
か
っ
た
。

毎
日
海
岸
を
行
軍
、
北
樺
太
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
港

に
到
着
、
こ
の
地
で
一
週
間
程
貨
物
船
の
荷
揚
げ
作
業
、
そ
し

て
空
船
に
な
っ
た
船
に
乗
船
し
て
航
海
が
始
ま
っ
た
。
航
路
は

南
下
し
て
い
る
の
で
日
本
に
帰
れ
る
と
思
っ
て
歩
哨
に
聞
く
も
、

わ
か
ら
な
い
。
ス
タ
ー
リ
ン
し
か
知
ら
な
い
と
の
返
事
。
二
、

三
日
す
る
と
右
側
に
島
が
見
え
る
も
、
左
側
に
は
何
も
見
え
な

く
な
り
、
沿
海
州
と
わ
か
り
、
こ
こ
で
日
本
に
帰
る
夢
が
な
く

な
り
、
着
い
た
港
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
。
下
船
し
て
町
の
中

を
歩
く
も
、
上
部
と
の
連
絡
不
十
分
で
、
ま
た
船
に
乗
り
ナ
ホ

ト
カ
に
上
陸
。
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
二
百
キ
ロ
程
北
上
、
サ
マ

ル
カ
収
容
所
に
到
着
。
金
網
に
お
お
わ
れ
て
、
歩
哨
が
立
っ
て

い
る
、
バ
ラ
ッ
ク
収
容
所
で
の
強
制
抑
留
生
活
が
始
ま
っ
た
。

昭
和
二
十
年
十
月
頃
だ
っ
た
と
思
う
。

医
務
室
、
炊
事
場
、
パ
ン
工
場
、
守
衛
所
と
整
備
さ
れ
、
男

ば
か
り
の
生
活
と
は
言
え
ト
イ
レ
が
大
小
兼
用
の
丸
太
造
り
で
、



沢
山
の
人
が
使
用
出
来
る
が
、
人
間
と
し
て
こ
ん
な
い
や
な
思

い
は
二
度
と
再
び
し
た
く
な
い
と
思
う
。

入
浴
は
、
週
一
回
収
容
所
の
外
で
の
蒸
し
ぶ
ろ
。
脱
衣
所
に

歩
哨
が
い
て
、
所
持
品
検
査
を
し
て
自
分
で
ほ
し
い
物
が
あ
れ

ば
没
収
を
す
る
。
く
や
し
い
思
い
を
し
た
。
や
が
て
毎
日
、
朝

夕
の
点
呼
で
外
に
整
列
す
る
と
、
本
人
は
も
と
よ
り
全
員
の
襟

首
に
シ
ラ
ミ
が
列
を
な
し
て
付
い
て
お
り
、
毎
夜
ペ
ー
チ
カ
の

火
に
あ
ぶ
っ
て
退
治
し
た
が
、
追
い
つ
か
な
か
っ
た
。
山
で
の

伐
採
作
業
と
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
木
材
の
運
搬
と
、
往
復
監
視
の

も
と
作
業
ノ
ル
マ
を
与
え
ら
れ
る
も
、
毎
日
目
標
を
達
成
し
て

い
た
。
食
料
は
少
な
い
な
が
ら
も
、
が
ま
ん
し
て
、
野
外
の
作

業
休
息
の
時
に
、
芋
掘
り
の
終
わ
っ
た
畑
に
小
さ
な
芋
を
拾
い

集
め
、
焼
い
て
食
べ
て
は
空
腹
を
満
た
し
て
い
た
。

あ
る
日
、
食
料
受
領
の
た
め
、
ソ
連
兵
と
馬
車
に
乗
っ
て
町

へ
出
か
け
た
。
町
の
中
心
地
で
、
前
方
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
が
速
度

を
出
し
て
走
り
通
り
過
ぎ
る
と
、
そ
の
音
に
馬
が
驚
き
、
く
る

く
る
と
道
路
を
廻
り
始
め
、
そ
の
反
動
で
馬
車
か
ら
落
下
し
て

右
側
胸
を
打
っ
た
。
三
ヵ
月
ぐ
ら
い
痛
み
も
な
く
働
い
て
い
た

が
、
毎
日
四
〇
度
ぐ
ら
い
の
高
熱
が
続
き
、
医
務
室
で
休
養
し

た
が
、
原
因
が
わ
か
ら
ず
、
薬
も
な
く
医
者
も
い
な
い
。
い
よ

い
よ
こ
れ
で
は
死
を
待
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

ソ
連
の
収
容
所
長
が
日
本
の
兵
隊
に
高
い
ノ
ル
マ
を
与
え
て

い
る
た
め
、
病
人
や
ケ
ガ
人
が
出
る
の
で
、
中
央
か
ら
ロ
シ
ア

の
軍
医
と
日
本
軍
医
が
検
査
に
入
り
、
全
兵
隊
の
栄
養
と
健
康

診
断
を
行
っ
た
。
そ
の
時
斉
藤
軍
医
の
診
察
を
受
け
、
内
科
の

先
生
で
あ
っ
た
の
で
原
因
が
わ
か
っ
た
。
三
ヵ
月
前
の
胸
部
打

撲
に
よ
り
水
が
た
ま
り
発
熱
、
早
速
注
射
針
で
水
を
取
り
出
し

た
。
幸
い
化
膿
し
て
お
ら
ず
、
一
日
一
日
と
熱
が
下
が
っ
て
き

た
が
、
長
期
療
養
が
必
要
と
の
こ
と
で
、
ま
た
百
六
十
キ
ロ
程

南
下
、
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
カ
陸
軍
病
院
に
転
送
さ
れ
た
。

三
ヵ
月
間
の
入
院
で
全
治
し
て
、
収
容
所
に
戻
る
よ
う
診
断

さ
れ
、
ト
ラ
ッ
ク
が
来
る
ま
で
待
っ
て
い
る
と
、
ソ
連
の
担
当

軍
医
か
ら
、
病
院
に
残
っ
て
患
者
の
世
話
を
す
る
よ
う
命
令
が

出
て
、
病
院
の
第
五
病
棟
長
と
し
て
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。

担
当
病
棟
は
結
核
と
伝
染
病
の
患
者
で
、
病
棟
は
天
幕
の
内

側
に
板
材
を
使
用
し
て
お
が
く
ず
を
中
に
入
れ
、
冬
も
ス
ト
ー

ブ
だ
け
で
十
分
の
二
段
ベ
ッ
ド
式
で
、
病
棟
は
五
〇
人
収
容
の

一
棟
か
ら
五
棟
ま
で
あ
り
、
ソ
連
の
軍
医
と
日
本
の
軍
医
が
各



病
棟
に
二
人
、
看
護
婦
三
人
、
准
看
護
婦
一
人
と
い
う
編
成
だ
っ

た
。別

棟
に
手
術
室
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
、
薬
局
、
炊
事
室
と
整
備

さ
れ
、
軍
医
、
看
護
婦
の
宿
泊
施
設
等
完
備
し
て
い
た
。
四
キ

ロ
か
ら
二
百
キ
ロ
程
離
れ
て
い
る
約
十
五
ヵ
所
の
各
収
容
所
か

ら
、
栄
養
失
調
か
ら
外
傷
患
者
ま
で
毎
日
の
よ
う
に
ト
ラ
ッ
ク

で
転
送
さ
れ
て
来
た
。
各
収
容
所
に
は
医
務
室
が
あ
っ
て
も
応

急
手
当
て
の
み
の
た
め
、
重
患
に
な
っ
て
か
ら
、
ま
た
、
ト
ラ
ッ

ク
等
の
都
合
で
転
送
が
遅
れ
る
た
め
、
入
浴
し
て
被
服
を
取
り

替
え
、
病
棟
が
決
ま
り
、
タ
ン
カ
で
運
搬
途
中
死
亡
す
る
人
も

い
た
。

病
院
勤
務
で
一
番
つ
ら
い
の
は
死
体
解
剖
の
立
ち
会
い
だ
っ

た
。
ソ
、
日
の
軍
医
が
今
ま
で
治
療
し
て
き
た
経
過
に
誤
り
が

な
か
っ
た
か
、
治
療
カ
ル
テ
と
照
合
確
認
す
る
作
業
だ
。

は
じ
め
の
う
ち
は
最
後
の
縫
合
ま
で
軍
医
が
行
っ
て
い
た
が
、

冬
の
季
節
は
安
置
室
が
寒
い
の
で
、
解
剖
処
置
後
の
縫
合
を
自

分
が
行
っ
た
こ
と
と
、
墓
地
に
死
体
を
運
び
、
零
下
三
五
度
の

季
節
に
友
と
穴
を
掘
り
埋
葬
し
た
こ
と
は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
。

埋
葬
す
る
と
、
ソ
連
の
将
校
が
死
体
頭
部
側
に
番
号
を
記
入

し
た
墓
標
を
立
て
、
死
亡
埋
葬
済
番
号
を
カ
ル
テ
に
記
入
整
理

し
て
い
た
。

特
に
伝
染
病
棟
の
担
当
の
た
め
死
亡
者
が
多
く
、

立
ち
会
い
、

埋
葬
業
務
が
抑
留
生
活
の
中
で
は
一
番
つ
ら
い
こ
と
だ
っ
た
。

病
院
の
た
め
、
中
央
か
ら
軍
医
少
佐
級
の
キ
ャ
ピ
タ
ン
、
マ

ヨ
ー
ル
が
必
ず
査
察
し
て
、
病
院
の
治
療
、
薬
品
等
、
そ
の
時

代
と
し
て
は
良
い
方
で
、
週
一
回
は
敷
布
、
着
替
え
は
実
施
さ

れ
て
い
た
。

昭
和
二
十
三
年
七
月
、
患
者
帰
国
命
令
が
出
て
、
セ
ミ
ョ
ー

ノ
フ
カ
病
院
に
も
第
一
便
帰
国
の
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
二
台
が
到

着
、
重
病
人
を
除
く
患
者
の
名
前
が
呼
び
上
げ
ら
れ
、
約
二
台

で
百
人
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
う
が
、
完
了
、
乗
車
し
て
出
発
す

る
こ
と
に
な
る
も
、
輸
送
責
任
者
と
し
て
同
行
す
る
よ
う
命
を

受
け
、
ナ
ホ
ト
カ
港
に
到
着
。

こ
こ
で
輸
送
責
任
者
の
任
を
解
か
れ
、
一
般
患
者
と
し
て
、

す
で
に
港
に
停
泊
中
の
第
十
一
大
拓
丸
の
病
院
船
に
乗
船
、
一

路
舞
鶴
港
へ
と
向
か
っ
た
。

途
中
両
側
の
山
並
木
を
通
り
港
に
着
い
た
時
は
、
こ
ん
ど
は

本
当
に
日
本
に
帰
っ
た
の
だ
と
、
頬
を
つ
ね
っ
て
み
た
。



患
者
だ
け
の
帰
国
な
の
で
、
船
内
生
活
、
舞
鶴
上
陸
、
宿
泊

手
続
中
も
平
穏
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年
七
月
二
十
三
日
は
上
陸
記
念
日
と
し
て
忘
れ

ら
れ
な
い
。
米
軍
の
取
り
調
べ
が
三
十
分
程
あ
り
、
翌
朝
北
海

道
留
萌
市
に
向
け
列
車
に
乗
る
も
、
満
員
で
何
日
か
か
っ
て
着

い
た
か
わ
か
ら
な
い
程
だ
っ
た
。
途
中
、
父
親
に
迎
え
に
来
る

よ
う
電
報
を
打
つ
も
、
市
役
所
の
係
員
だ
け
だ
っ
た
。
事
情
を

聞
く
と
、
父
親
は
昭
和
二
十
一
年
二
月
十
八
日
に
死
亡
と
説
明

さ
れ
た
。
弟
も
海
軍
で
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
戦
闘
で
戦
死
。
三
人

家
族
で
泊
ま
る
家
が
な
く
、
係
員
も
復
員
の
た
め
住
宅
を
世
話

す
る
わ
け
に
い
か
ず
、
戦
前
勤
務
し
て
い
た
会
社
の
上
司
か
友

達
の
家
に
一
時
世
話
に
な
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
冷
た
い
返
事
、

冷
た
い
役
人
と
腹
を
立
て
た
。

よ
し
今
に
見
て
ろ
、
軍
隊
生
活
と
抑
留
生
活
の
経
験
で
、
必

ず
ゼ
ロ
か
ら
出
発
し
て
立
ち
上
が
っ
て
見
せ
る
と
覚
悟
を
決
め
、

友
人
の
と
こ
ろ
に
世
話
に
な
り
な
が
ら
復
職
、
二
年
後
結
婚
。

妻
と
二
人
で
一
生
懸
命
に
働
き
、
無
事
定
年
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
た
。

妻
は
平
成
三
年
に
死
亡
す
る
も
、
息
子
と
孫
と
同
居
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
役
員
と
し
て
、
皆
さ
ん
と
共
に
ふ
れ
あ
い
を
も
っ
て

生
活
し
て
い
る
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
記
　 

千
葉
県
　
鈴
木
博
　 

私
は
大
正
二
ケ
タ
生
ま
れ
、
戦
争
末
期
に
死
線
を
く
ぐ
り
抜

け
、
戦
後
シ
ベ
リ
ア
に
強
制
抑
留
さ
れ
、
二
度
三
度
い
や
数
度

死
線
を
乗
り
越
え
て
き
た
。

私
は
昭
和
十
七
年
徴
集
、
昭
和
十
八
年
四
月
十
六
日
千
葉
県

東
葛
飾
郡
柏
東
部
第
一
〇
二
部
隊
第
四
航
空
教
育
隊
に
入
隊
、

四
ヵ
月
で
一
期
検
閲
終
了
後
、
満
州
遼
陽
第
二
〇
一
飛
行
場
大

隊
補
給
中
隊
軍
機
に
同
年
九
月
上
旬
転
属
、
南
満
州
昭
和
製
鋼

所
（
満
州
製
鉄
所
）
に
防
空
隊
と
し
て
任
務
に
着
き
、
鞍
山
第

二
航
空
司
令
部
貨
察
隊
碇
隊
に
転
属
、
昭
和
二
十
年
六
月
十
日

新
京
南
飛
行
場
に
転
進
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
鞍
山
飛
行
場
に

同
属
の
独
立
飛
行
場
第
八
十
一
中
隊
と
合
流
、
二
十
年
八
月
五

日
付
に
て
湯
揚
子
羽
攻
撃
飛
行
隊
に
派
遣
さ
れ
、
八
月
十
日
湯




